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この研究の詳細についてお知りになりたい方は、下欄の問い合わせ担当者ま

で直接お問い合わせください。 

なお、この研究の研究対象者に該当すると思われる方の中で、ご自身の試料

（例：血液など）や診療情報（例：カルテの情報など）をこの研究に使ってほし

くないと思われた場合にも、下欄の問い合わせ担当者までその旨をご連絡下さ

い。 

≪試料・情報

の利用目的及

び利用方法≫ 

 

●研究の名称 

公立の幼稚園・保育園に在園している幼児の調査 

～外国にルーツをもつ幼児の集団適応に関する比較研究～ 

●研究の対象 

20２０年４月～20２３年４月に浜松市の公立幼稚園もしくは保育

園に入園されたお子さんで外国にルーツをもつお子さんと持たな

いお子さん。  

●研究の目的 

近年外国にルーツをもつ子どもの出生数は飛躍的に増加し、教育

における支援のあり方について国を挙げた政策の変化がみられて

います。特に、浜松市は公立小・中学校に在籍する外国にルーツを

もつ児童生徒が３％（浜松市教育委員会 2021 年 5 月 1 日）と日

本では比較的多い地域であるものの、外国にルーツを持つ子どもの

園での適応状況と課題については明らかではありません。 

この度、外国にルーツを持つ子どもを含めた保育、幼児教育機関

での適応と精神的な健康状態を把握し、今後の教育施策や支援に生

かすことを目的とし調査研究を実施することとなりました。 

●研究の期間 

研究機関の長による実施許可日から 2026年３月まで 

●他の機関に提供する場合には、その方法 

この研究では浜松医科大学子どものこころの発達研究センター

以外の外部へ試料・情報を提供しません。 

≪利用し、又

は提供する試

料・情報の項

目≫ 

●研究に使用する試料・情報 

１）対象となる幼児：以下①と②の 2つに当てはまる 3歳～5歳児

（年少・年中・年長児） 

①両親または片方の親が外国にルーツをもつお子さん 

②抽出された両親ともに日本人の幼児 

２）１）で対象となった子どもから収集する資料 
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 ・幼児自身および家族について 

① 通っている施設（幼稚園、保育園） 

② 性別、年齢、学年、きょうだいの数、第何子か 

③ 保護者の外国ルーツの有無と日本語での会話の程度 

④ 副食費の状況 

⑤ 児の登園状況 

３）簡易な運動機能、言語能力、描画能力の把握 

・ ケンケン・スキップ・ハサミの使用・人物画・言葉の理解と

表現 

４）子どもの強さと困難さのアンケート（SDQ）25項目 

≪利用する者

の範囲≫ 

●機関名および責任者名 

・浜松医科大学 子どものこころの発達研究センター  

センター長 千住 淳 

≪試料・情報

の管理につい

て責任を有す

る者の氏名又

は名称≫ 

浜松医科大学 子どものこころの発達研究センター  

センター長 千住 淳 

≪試料・情報

の利用又は他

の研究機関へ

の提供の停止

（受付方法含

む）≫ 

お子さんやご家族の情報を研究に使用することを望まない場合

には、QRコードからアクセスし、必要事項を入力してください（２

０２３年 ９月 ３０日まで）。 

≪資料の入手

または閲覧≫ 

この研究の計画や方法については、あなたのご希望に応じて資料

の要求または閲覧ができます。あなたがご自分の研究結果を知りた

いと希望される場合は、研究担当者にその旨をお伝えいただけれ

ば、他の研究対象者に不利益が及ばない範囲内で、あなた自身にあ

なたの結果をお伝えします。希望された資料が他の研究対象者の個

人情報の場合には、資料の提供または閲覧はできません。 

 

≪情報の開示 あなたご自身が研究の概要や結果などの情報の開示を希望され
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≫ る場合は、他の参加者に不利益が及ばない範囲内で、原則的に結果

を開示いたします。しかし、情報の開示を希望されない場合は、開

示いたしません。 

また、本研究の参加者以外の方が情報の開示を希望する場合は、

原則的に結果を開示いたしません。 

≪問い合わせ

先≫ 

・浜松医科大学 担当者 

住所： 〒431-3192 

浜松市東区半田山一丁目 20番 1号 浜松医科大学 

部署名： 子どものこころの発達研究センター 

担当者： 原田 妙子 

TEL： 053 435-2331 

E-mail：  Hamai.children2023@gmail.com 

 


